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ニュージーランド国塗料メーカーの「DGLインターナショナル社」について
―粉体塗装研究会セミナー 30-3 にてご講演―

日本パウダーコーティング協同組合 事務局

トピックス

１．はじめに
　ニュージーランド大使館商務官（ニュージーランド
貿易経済促進庁）の今村氏を通じて同国塗料メーカー
である「DGL インターナショナル」の粉体塗料の紹
介を受けたのが最初です。
　今村氏に同国と「DGL インターナショナル」につ
いて伺った（パウダー協理事１名同席）結果、６月
19 日の粉体塗装研究会 30-3 セミナーにてご講演いた
だき皆様にご紹介する所から始めることに致しまし
た。当日は今回ご担当の Tony Keepa 氏（シンガポー
ル駐在のマネージャー）とその上司である GM の
Tony Leard 氏（Australian Office）が来日されました。
　今回は今村氏によるニュージーランドのご紹介内
容と共に「DGL 社」についてセミナー及び懇親会時
のお話を交えて折角の機会ですのでご紹介致します

（両人ともトニーさんでしたので、懇親会の時に GM
は Big Tony さんで、シンガポールのマネージャーは
Qiwi Tony さんと呼ぶことにしました。Qiwi Tony さ
んはマオリ系の方です）。

　1.1　ニュージーランド
　ニュージーランドはご存知のように南西太平洋のオ
セアニアのポリネシアにに位置する立憲君主制の国家
である。二つの大きな島とと多くの小島からなって
いる。オーストラリアとは北西に 2000 km 離れてお
り、英連邦加盟国である。国土面積は 26.8 万平方キ

ロで人口は 452 万人と面積の割には大変人が少ない国
だ（日本は面積 37.8 万平方キロで人口 1 億 2700 万人）。
首都はウエリントンで一番大きな都市はオークラン
ドである。今回の「DGL 社」はオークランドにある。
多彩な民族構成で欧州系 74％、マオリ系 15％、アジ
ア系 12％、太平洋系 7％となっている。ちなみにオー
クランドは 180 の異なる民族が暮らす多彩な民族構成
になっているそうだ。公用語は英語、マオリ語、手話
である。

　1.2	 ニュージーランド貿易経済促進庁（New 
Zealand Trade & Enterprise）

　ニュージーランド企業をより大きく、より良く、よ
り速く国際市場で成長するように促す組織で、今村氏
は Business Development Manager として活躍されて
いる。

２．DGL インターナショナル―Excellence in 
bonded technology

　2.1	 DGL インターナショナルと親会社である
Dulux Group（オーストラリア）の概要

① DGL インターナショナルについて
　DGL インターナショナルはオーストラリアの
Dulux Group が親会社のニュージーランドの企業で
ある。親会社である Dulux Group は公開会社であ
り、オーストラリア証券取引所に上場されており、
会社の株は金融機関、一般個人、顧客、そして従
業員等によって所有されている。

② DGL インターナショナルの歴史
1）	1918 年　オーストラリアのシドニーにおいてバル

ムペイント社という名のもと誕生し、1933 年に
Dulux ブランドが登録された。

2）	1970 年代に生産を開始し、1975 年、ニュージーラ
ンドにおいてパウダーコーティングを開始。写真１　オークランド

写真２　ニュージーランドの一風景とシルバーファン（銀羊歯）のマーク
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3）	2004 年には東南アジアに拡大し、手始めにシンガ
ポールにおいてオフィスを開設、中国において大
量製造設備を用いた合弁事業を行う（広東省東莞
市）。

4）	2008 年にオーストラリアのメルボルンにおいて、
最新の粉体塗料製造工場を開設。

5）	2011 年、インターナショナルブランドとして、
DGL を登録。

6）	2018 年、ビジネス 100 周年を迎えた。
③同社事業（ペイントおよびコーティング事業）

　ペイント、シーラントや接着剤、ガーデニング
などの製品の消費者市場と、軽量建築システム、
構造用セメントの修理や防水処理、大規模建築工
事用グラウト脚注 1）やシーラント、保護用コーティ
ング、自動車用ペイント、そしてもちろんパウダー
コーティングを含む工業用コーティングの産業市
場。
　オーストラリアとニュージーランドの実績で、
ペイント、コーティング，シーラント、接着剤製
品を世界的に拡大するビジョンを持っている。

　2.2	 オーストラリアとニュージーランド（ANZ）
におけるパウダーコートの市場

　ANZ の市場は、①アジアやヨーロッパに比べて比
較的シンプル。②どちらも比較的新しい国で人口は小
規模だが増加傾向。③建設部門が優位を占めており、
アルミニウムが広く使用されている。結果として、ア
メリカの AAMA 規格やヨーロッパのクオリコーﾄ規
格などの国際標準規格に多くが対応している。ANZ
全体の市場は約 1 万トン（2013 年 PCI データでは約
2 万トン）で、成長率は年間 3％である。
　品質と性能に対する需要があることや比較的小規模
な市場であり、競合他社の数が比較的少ないことから
利益は見込むことができる。

　2.3	 ANZ における粉体塗料製造・販売メーカー
と同社製品に関して

　ANZ 内製造メーカ：DGL 及び AKZO
　輸入関係：JOTON，AXALTA，PPG，OXYPLAST
　品質面は国際品質標準規格の AAMA やクオリコー
ト品質、大変豊富なカラーバリエーションでカラー
カードや金属色見本板を使用してのマーケティング、
イノベーションとして顧客や顧客のまた顧客の要望に
よる独特な製品を通して、提供する製品の差別化を
図っている。
　工場としてはニュージーランドのオークランド、
オーストラリアのメルボルンに有している。また、中
国から調達を行う ANZ 顧客への対応として中国広東
省東莞市において合弁事業を行っている。

　2.4　主要製品
　HAA 硬化（プリミド）型ポリエステルが主で、住
宅および商業市場の両方に貢献するため、AAMA お

よびクオリコート国際標準規格を満たす、Durable（耐
久性が高い -AAMA2603, クオリコートクラス 1，1.5）、
Super Durable（耐久性が非常に高い -AAMA2604, ク
オリコートクラス 2.0）、Ultra Durable（耐久性が極め
て高い -AAMA2605, クオリコートクラス 3）の製品を
作り出すことに重点を置いている。これらのテクノロ
ジーにより、ソリッドカラー、パール光沢、特殊効果
から幅広い仕上がりを提供することができる。中でも、
―流の建築家達を魅了するのは新しいスタイルである
アノダイズ（陽極酸化処理）風である。

　2.5　エレクトロパウダーコート製品について
　非常に耐久性の高いポリエステルテクノロジーによ
り、製造過程にボンディング（結合過程）を用いたア
ノダイズ（陽極酸化処理）風スタイルある。

（エレクトロパウダーコーティングの特長）
・	 様々な基質にコーティングできる。
・	 100% 固形であるため揮発性有機化合物や水の問題

が発生しない。
・	 アノダイズ処理と比べて有害性が低い。
・	 回収、再利用が可能 .
・	 アノダイズ処理と比べて非常に高い耐薬品性を有

している。
・	 アノダイズ処理に比べてより幅広い色の選択肢が

ある。
・	 エレクトロでは色のカスタムも可能。
・	 アノダイズ処理に比べて塗布がより簡単。
・	 後年の修正や再コーティングがより簡単。
　エレクトロテクノロジーは、非常に耐久性が高いポ
リエステル樹脂と非 HAA もしくはウレタン硬化剤を
組み合わせている。結果、10％未満という非常にグロ
スの低いフィルムで、標準的なパウダーよりも低い柔

脚注 1）	構造物のこまかい割れ目に注入して補修・補強を行う、
モルタルなどを原料とする流動性のある薬剤。 写真４　エレクトロ 2（Specifiers Guide より）

写真３　色見本板
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軟性とマット製品よりも低い耐傷性を有しているが、
これらの特性はマット HAA 硬化形フィルムと比べる
と比較的わずかな低下にすぎない｡ 非常に耐久性が高
いため、押出成形の後成形は推奨できない。
　もう一つの材料は最適のパールとメタリック顔料の
両方またはいずれかー方を使用して顧客が求める耐久
性を提供している。結果として生み出される仕上がり
は、そのフラットな仕上がりが流行の最先端であるこ
とから建築家や特定の顧客の皆様から幅広い人気を博
している。

　2.6　サマリー
・	 DGL 社は小規模だが成長中の企業である。
・	 DGL 社は複数の素晴らしいテクノロジーを有して

いる。
・	 DGL 社は独特のスキルと経験を有している（特に

ボンドテクノロジーについて）。
・	 DGL 社はー流の建築事務所により採用されている

数々の製品を有している。

３．おわりに
　以上、６月 19 日のセミナーの内容を基に、概略を
事務局の方でまとめてみました。
　このセミナーの前日の夜、宿泊先であるメルパルク
東京にて講演に先立ちささやかながら遠方よりお越し
いただいたお礼を含めて懇親会を行いました。関係す
るだろうと思われる方々からご出席の連絡のあった
方々事務局及び研究会会長の竹内先生も含めて 10 名

（内１名は懇親会前にご用事で帰社）と今村商務官と
両トニーさんの 12 名で行いました。
　英語の苦手の事務局としては大変でしたが（笑）、
皆様方の HELP もあり、楽しいひと時を過ごすこと

写真５　使用例

写真６　集合写真 写真７　左：Big Tony、中央：今村氏、右：Qiwi Tony
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ができました。
　ニュージーランドの国のことや粉体塗装の状況等を
お聞きすることができた中、DGL 社としては現在日
本で使用されている粉体塗料以外の自分たちの強みを
生かせるものを販売できればと考えているとのお話で
した。それが無理か必要ないと判断した場合は導入を
断念するともお話されていました。
　パウダー協にご加入の塗料製造・販売メーカーにご

迷惑をおかけしない程度に、大使館という公の立場か
らのご依頼でもありますので今後もそのご判断への協
力はして行く予定です。
　最後に皆様方もご存知の様にニュージーランドは大
変良い国です。今村氏からもぜひとも観光にどうぞと
のことです。いつかパウダー協の海外視察研修でも行
きたいものです。




